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宇
陀
市
水
道
事
業
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

問
水
道
局
施
設
課

（
☎
82
・
２
１
８
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
７
）

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

ア
の
受
け
入
れ
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

２
月
26
日
、
宇
陀
市
と
市
社
会
福
祉

協
議
会
と
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
災
害
の
発
生
時
に
は
、
市
社
協

は
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
必
要
と
す

る
市
民
」
と
「
宇
陀
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
た
い
人
」
を
つ
な
ぐ
窓

口
の
役
目
を
担
う
こ
と
で
、
早
期
の

復
興
・
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。
現
在
、

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
締
結
式
で
は
、
市
長
は
、「
様
々
な

災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
、
こ
の
協

定
は
市
民
生
活
の
安
心
安
全
に
つ
な

が
る
」、
喜
多
会
長
は
、「
こ
の
よ
う

な
重
要
な
役
目
を
担
う
こ
と
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
。
日
常
か
ら
防
災

安
全
に
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
」
と

そ
れ
ぞ
れ
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

―
提
言
３
―

本
件
事
案
お
よ
び
対
策
に
つ
い
て

の
報
告
書
の
作
成
・
公
表

【
対
応
】

①
有
識
者
会
議
の
提
言
書
を
踏
ま
え
、

患
者
・
市
民
の
皆
様
に
調
査
結
果
、

被
害
状
況
の
実
態
お
よ
び
再
発
防
止

策
を
「
報
告
書
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
て
公
表
し
ま
し
た
。

②
上
記
の
と
お
り
、
個
人
情
報
の
漏

洩
に
つ
い
て
は
明
確
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。現
時
点
で
は
、

個
人
情
報
が
流
出
し
た
と
い
う
情
報

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
引
き
続

き
動
向
に
注
意
し
て
い
き
ま
す
。

宇
陀
市
の
決
意

　

有
識
者
会
議
か
ら
の
ご
提
言
を
受

け
、
様
々
な
危
機
管
理
に
正
し
く
対

応
で
き
る
組
織
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
重

く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
、
市
立
病
院

に
と
ど
ま
ら
ず
、
宇
陀
市
全
体
と
し

て
、
受
託
事
業
者
任
せ
に
す
る
こ
と
な

く
、
情
報
シ
ス
テ
ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
運
用
に
主
体
性
を
も
つ
と
と
も
に

管
理
体
制
の
強
化
を
図
り
、
職
員
の

意
識
お
よ
び
組
織
の
内
部
統
制
の
改

革
を
進
め
、
皆
様
に
安
全
で
安
心
し

て
受
診
・
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
病
院
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

～
安
全
な
水
を
安
定
し
て

　
　
　
供
給
す
る
た
め
に
～

◆
現
　
状

　

近
年
、
水
道
事
業
を
と
り
ま
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
に
伴
う
水
の
需
要
減
少
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
、
人
材
不
足
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
、
水
道
の
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
昨
年
10
月
に
水

道
法
が
改
正
さ
れ
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
陀
市
で
は
、
旧
大
宇
陀
町
が
昭

和
50
年
、
旧
菟
田
野
町
が
昭
和
52
年
、

旧
榛
原
町
が
昭
和
41
年
、
旧
室
生
村
が

昭
和
35
年
に
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、

給
水
区
域
の
拡
大
や
簡
易
水
道
事
業

の
新
設
な
ど
事
業
を
推
進
し
、
平
成

30
年
度
に
は
普
及
率
が
８
６
．５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
4
月
に
は
、
国

の
方
針
を
受
け
効
率
的
な
経
営
体
制

の
確
立
を
図
る
た
め
、
簡
易
水
道
事

業
を
上
水
道
事
業
に
統
合
し
一
つ
の

水
道
事
業
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
水
道
未
普
及
地
域
の
解

消
（
大
宇
陀
本
郷
地
区
、菟
田
野
大
神・

入
谷
地
区
）、
水
道
施
設
の
耐
震
整
備

お
よ
び
水
源
の
安
全
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
奈
良
県
が
推
進
し
て
い
ま
す

「
奈
良
モ
デ
ル
」
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て
飲
ん
で

い
た
だ
け
る
水
道
水
を
将
来
に
わ
た

り
供
給
し
続
け
る
た
め
、
広
域
連
携

の
実
現
に
向
け
奈
良
県
と
県
下
28
市

町
村
に
よ
る
県
域
水
道
一
体
化
に
向

け
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
の
上
水
道
事
業
の
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

患
者
・
市
民
の
皆
様
へ

　

平
成
30
年
10
月
16
日
、
宇
陀
市
立

病
院
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
電
子
カ
ル
テ

を
含
む
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
使
用

で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
同

年
10
月
18
日
に
シ
ス
テ
ム
は
復
旧
し

た
も
の
の
、
一
部
の
患
者
カ
ル
テ
情

報
が
暗
号
化
さ
れ
、
診
療
記
録
等
の

参
照
が
で
き
な
い
状
況
が
継
続
し
、

宇
陀
市
立
病
院
を
ご
利
用
の
患
者
様
・

市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
病
院

関
係
者
の
皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
件
事
案
は
、
事
の
重
大
性
か
ら
、

厚
生
労
働
省
及
び
奈
良
県
に
よ
る
宇

陀
市
立
病
院
へ
の
立
入
調
査
を
受
け
、

そ
の
結
果
、
原
因
分
析
、
被
害
状
況

の
実
態
把
握
、
再
発
防
止
策
等
の
報

告
等
を
行
う
よ
う
に
奈
良
県
よ
り
行

政
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
宇
陀
市
全
体
と
し

て
取
り
組
む
た
め
に
、
平
成
31
年
１

月
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る
「
市
立

病
院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
感

染
事
案
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
件
事
案
が
医
療
業
界
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
係
者
か
ら
注

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
平

成
31
年
３
月
に
事
案
の
審
議
を
い
た

だ
く
た
め
、
第
三
者
委
員
会
と
し
て

「
市
立
病
院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル

ス
感
染
事
案
有
識
者
会
議
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

有
識
者
５
名
の
委
員
の
皆
様
に
よ

り
、
平
成
31
年
３
月
よ
り
９
月
ま
で
に

全
５
回
の
開
催
で
、
原
因
分
析
、
再

発
防
止
に
向
け
た
精
力
的
な
議
論
を

重
ね
ら
れ
、
提
言
書
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
、
本
質
的
な
課

題
の
ご
指
摘
と
貴
重
な
ご
助
言
、
適

切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　
宇
陀
市
・
宇
陀
市
立
病
院
で
は
、
こ

の
提
言
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
こ
れ

ま
で
の
実
態
や
改
善
策
、
今
後
の
継

続
的
な
対
応
計
画
に
つ
い
て
、
市
民

や
関
係
者
の
皆
様
に
正
確
な
情
報
提

供
を
行
う
た
め
、
本
報
告
書
を
取
り

ま
と
め
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
職
員
は
、
こ
の
教
訓
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
患
者
様
を
は
じ
め
、

宇
陀
市
立
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
く

す
べ
て
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て

受
診
・
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
宇
陀
市
長
　
髙
見
省
次

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
被
害

◇
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
が
暗
号
化
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
一
部
の
患
者
カ
ル
テ
の
参
照

が
で
き
な
く
な
り
、
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
全
体
に
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

※
参
照
で
き
な
く
な
っ
た
電
子
カ
ル
テ

は
、
平
成
31
年
３
月
に
復
号
化
に
成
功

し
、
現
在
、
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
事
案
発
生
月
の
診
療
報
酬
請
求
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
等
に
基
づ
く
償
還
が
遅
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
に
つ
い
て

◇
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
を

優
先
す
る
一
方
、
証
拠
保
全
を
行
わ

な
い
ま
ま
シ
ス
テ
ム
の
再
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
正
確

な
原
因
究
明
が
で
き
ず
、
個
人
情
報

の
漏
洩
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
現
時
点
に
お
い
て
個
人
情
報
が
悪
用

さ
れ
た
被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

有
識
者
会
議
の
見
解
と
提
言

【
原
因
１
】

　

本
来
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
て
い
な
い
環
境
に
、
病
院
職
員
も
し

く
は
委
託
業
者
な
ど
の
誰
か
が
、
何

ら
か
の
「
ル
ー
ル
違
反
」
を
犯
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
何
ら

か
の
方
法
に
よ
り
外
部
か
ら
の
侵
入

を
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

【
原
因
２
】

　

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
か

か
る
業
者
の
管
理
や
障
害
時
対
応
の

適
切
な
運
用
体
制
が
構
築
、
運
営
さ

れ
て
お
ら
ず
、
監
督
す
べ
き
病
院
の

※
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
。

―
提
言
１
―

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
規

程
の
見
直
し
、
遵
守
徹
底
等
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化

【
対
応
】

①
組
織
を
見
直
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
専
門
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

②
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
を
見
直
し
、

「
情
報
シ
ス
テ
ム
障
害
時
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

③
計
画
的
に
職
員
研
修
・
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

④
病
院
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ル
ー
ル

で
あ
る
「
運
用
管
理
規
程
」
を
見
直

し
ま
し
た
。

⑤
医
療
情
報
の
安
全
管
理
が
適
切
に

運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

―
提
言
２
―

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
院
内

情
報
シ
ス
テ
ム
全
体
の
技
術
的
対

策
の
強
化

【
対
応
】

①
短
期
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
シ
ス

テ
ム
的
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

②
中
長
期
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
順

次
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
立
病
院
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
感
染
事
案
の

安
全
確
認
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
問
市
立
病
院　
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
82
・
０
３
８
１
）

　

西
日
本
豪
雨
の
よ
う
な
局
地
的
豪

雨
が
頻
発
し
、
ま
た
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
30
年
以
内
に
80
％
の
確
率
で
起

こ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
実
際

に
市
内
に
お
い
て
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
様
々
な
面
で
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　
そ
こ
で
、
有
事
の
際
、
本
市
に
お
い

て
も
、
市
外
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

開
設
に
関
す
る
協
定
を
締
結

問
危
機
管
理
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

※ガバナンスとは、組織や社会に関与するメンバーが主体的に関与を行う意思決定、
　合意形成のシステムのこと。
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吹
奏
楽
に
魅
せ
ら
れ
て
！

　
　
宇
陀
市
市
民
吹
奏
楽
団　
代
表

　
　
　
　
　

山
瀬 
真
美 

さ
ん
（
榛
原
萩
原
）　

中
学
生
の
時
に
先
生
に
勧
め
ら

れ
て
吹
奏
楽
に
入
部
、
サ
ッ

ク
ス
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
は

２
年
生
か
ら
指
揮
者
に
な
り
、
そ
れ
が

刺
激
に
な
っ
た
の
か
突
然
音
楽
の
道

に
進
み
た
く
な
り
、
親
に
無
理
を
言
っ

て
ピ
ア
ノ
と
声
楽
を
習
い
始
め
ま
し

た
が
、
ク
ラ
ブ
と
勉
強
と
で
超
ハ
ー
ド

な
高
校
生
活
で
し
た

（^^）

　
大
学
で
は
声
楽
専
攻
。
吹
奏
楽
部
が

な
か
っ
た
た
め
社
会
人
バ
ン
ド
に
所

属
。
そ
の
時
の
多
種
多
様
な
職
業
の

方
々
と
の
交
流
は
、
今
日
ま
で
の
演
奏

活
動
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
体
験
で

し
た
。

　
教
職
に
就
い
て
か
ら
は
、
１
年
中
殆

ど
毎
日
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
吹
奏
楽

漬
け
で
し
た
。
学
校
を
移
っ
て
も
吹
奏

楽
に
対
す
る
思
い
は
同
じ
で
、「
音
楽

は
楽
し
い
。
で
も
音
楽
に
対
す
る
強
い

思
い
と
そ
れ
を
表
現
す
る
力
や
技
術
が

な
け
れ
ば
、
人
に
は
伝
わ
ら
な
い
し
聴

い
て
も
も
ら
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

が
伝
わ
っ
た
時
に
、
初
め
て
心
か
ら
音

楽
を
す
る
喜
び
や
楽
し
さ
を
共
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
」
を
胸
に
半
世
紀
。

　
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、
ど
の
生

徒
た
ち
も
み
な
心
に
残
る
素
晴
ら
し
い

音
楽
を
奏
で
て
く
れ
ま
し
た
。

定
年
後
、
市
制
10
周
年
を
機
会
に

市
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

ス
タ
ー
ト
、
そ
し
て
生
涯
学
習
の
一
環

に
な
れ
ば
と
市
民
吹
奏
楽
団
を
立
ち
上

げ
て
今
年
で
3
年
に
な
り
ま
し
た
。
老

若
男
女
、
経
験
の
有
無
、
市
民
に
限
ら

ず
今
現
在
45
人
の
団
員
が
在
籍
し
、
毎

週
日
曜
日
の
午
後
、
主
に
室
生
振
興
セ

ン
タ
ー
で
ワ
ア
ワ
ア
言
い
な
が
ら
練
習

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
団
員
共
々
、
心
か
ら
音

楽
を
味
わ
い
、
喜
び
、
楽
し
み
、
そ
し

て
何
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
よ

5月 3日　吹奏楽フェスティバルを
開催します♪（P32参照）
団員も募集中！ぜひお越しください （^^）v

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

新型コロナウイルス感染防止
対策についてお知らせします重要な

お知ら
せ

新型コロナウイルスは、現在全国で感染が拡大し、
私たちの日常生活に深刻な影響を及ぼしています

本市においても、１月 28日より庁内において「新型コ
ロナウイルス対策会議」を設け、随時情報の収集発信と
ともに対策を行っておりましたが、その後の全国的な感
染拡大を受け、２月 28日からは同対策本部会として体
制を強化し、その対応に努めているところです。

市では、現在、緊急避難的措置として、下記のとおり様々
な対策を行っていますが、今後どのような状況になるか
は予想できない状況です。

■最新情報については、随時次の媒体で
　お知らせします

①うだチャン 11　L 字放送・静止画または、6:30・
20:00 に放送（緊急の生放送を行う場合があります）
②宇陀市安全・安心メール
　（頻繁にメールを発信しますがご了承く
　ださい）
③宇陀市教育メール
　（登録方法は各学校・幼稚園・保育所に
　お問い合わせください）
④市ホームページ
　（トップ画面に情報を掲載しています）
⑤市 Facebook

■現在（３月17日時点）実施中の主な対策
①不特定多数の方が参加される市もしくは市教育

委員会主催のイベントや行事などについて、原
則中止もしくは延期。市民の方に向けても、イ
ベントなどの開催を自粛していただくよう協力
を要請。（３月 31 日まで）
②市立小中学校の臨時休業（３月 24 日まで）
※ただし、卒業式・修了式については、制限付き

で実施。
③市主催の各種教室や行政相談などは随時開催中止。
④指定管理施設など一部施設を除いて、大半の公

共施設を利用中止（３月 31 日まで）
⑤うだチャン 11・安全安心メール・市ホームペー

ジ関係情報を随時発信

本紙面では現時点（紙面校了日：３月 17 日時点）での様々なお知らせや情報を掲載していますが、今後
の状況によっては、内容に変更や延期などが生じる可能性があります。皆さんにはご迷惑をおか
けしていますが、緊急対応であることをご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

みんなの
心がけが大切

感染を防ご
う！

×

■次に該当する方は、帰国者・接触者相談
　センターにご相談ください。
①職場や旅行先等の状況で、新型コロナウイルス感染

の不安がある方 
②風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が 4 日以上続く方
（解熱剤を飲み続けなければならない方） 
③強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）があ

る方

問 帰国者・接触者相談窓口【奈良県庁内】
 　☎ 0742・27・1132 ／ FAX 0742・22・5510　
　　平日 : ８:30 ～ 21:00
　　土・日・祝日 :10:00 ～ 16:00

■新型コロナウイルス関係で医療機関
　にかかるときのお願い
①帰国者・接触者相談センターから受診を勧めら

れた医療機関を受診してください。複数の医療
機関を受診することはお控えください。
②医療機関を受診する際にはマスクを着用するほ

か、手洗いや咳エチケットの徹底をお願いします。

新型コロナウイルス感染症について、市民の皆さ
んからの相談に応える電話相談窓口があります

問 奈良県中和保健所
　（平日 : ８:30 ～ 17:15）
 　☎ 0744・48・3037
　  FAX 0744・47・2315

問 健康増進課（☎ 82・3692 ／ IP ☎ 88・9087）
問 危機管理課（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

風邪や季節性インフルエンザ対策と同様に
咳エチケットや手洗いなどを励行してください

提供：国立感染症研究所

新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために

◇換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で
集まることを避けてください。

◇風通しの悪い空間や、人が至近距離で会話する環境は、感
染リスクが高いことをご認識ください。

◇風通しの悪い空間をできるだけ作らないよう注意してくだ
さい。

咳や発熱など体調が
すぐれない時は、
症状を悪化させないため、
また人にうつさないために、
無理せず休むようにしましょう！

　  咳エチケット
くしゃみや咳が出るときは・・
　・マスクを着用しましょう。　
　・マスクがない時は、テッシュ
　　などで鼻と口を覆いましょう。
　・周囲の人からなるべく
　　離れましょう

帰宅時・調理の前後・食事前など

手
洗
い 手洗いは、

必ず石鹸をつけて！

×
マスクは
正しく着用を！

マスクなしの
くしゃみは×

Let's

Let's

②

④

⑤

マスクはちゃんと
着けましょう！
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